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栃木県那須塩原市

旧青木家那須別邸

那須野が原の大農場に建てられたドイツ翁の邸宅

栃木県那須塩原市の旧青木家那須別邸

は、明治期にドイツ公使などを歴任した子

爵・青木周蔵の邸宅。原野だった那須野が

原を開拓し、大農場を経営した青木がドイ

ツ派の建築家・松ヶ崎萬長の設計で明治

21（1888）年に創建。大規模な増築を経

て現在の姿となった。国指定重要文化財。

Former Aoki house Nasu villa

no.49HOUSING IS CULTURE

明治前期、那須野が原では政府の殖産興業

政策を背景に元勲や旧藩主が開拓と農場

経営に進出した。ドイツ公使を長く務め、「ド

イツ翁」と呼ばれた青木周蔵もその一人で、

ドイツの貴族地主に憧れ林間農場を経営。

ドイツで建築を学び、技術を日本に伝えた

松ヶ崎萬長の設計で木造の西洋風別荘を

農場内に建設した。

創建時は中央2階建て（中央棟）のみであった。

蔦や鱗形の白色スレートをまとった外観が那

須の緑に映えて美しい。マンサード（腰折れ

屋根）風の屋根は上部を急勾配にした変則

的な形状。頂部の物見台や、懸魚のような

飾りを付けたドーマー窓も松ヶ崎が好んだス

タイルという。架構法には半小屋裏と呼ばれ

る、ドイツで多用される小屋組を採用。腰壁

を約1ｍ立ち上げ、その上に小屋組を載せる

ことで小屋裏を広く、利用しやすくしている。

また、筋交いなどの斜め材を多用した堅牢な

軸組もヨーロッパの伝統的な工法である。

中央棟右の棟（付属棟）2階には、ハンマー

ビームトラスをモチーフとする窓があるが、こ

れもヨーロッパの木造建築において屋根や

ひさしを支える工法として知られている。

付属棟および東、西の平屋は明治42（1909）

年竣工の増築時に追加され、青木やドイツ人

の妻・エリザベイトが起居する本邸の機能を

備えるようになった。2階には畳部屋も造られ

たが、畳に座るのは苦痛と論文に書き残して

おり、青木用ではなかったと推測されている。

内装は板張りにペンキ塗りまたは、クロス張

りのシンプルな造りで、天井の化粧梁や化

粧柱の西洋風デザインが目を引いている。

この別邸は那須野が原で農場経営をした華

族の暮らしを伝えるものとして、また、松ヶ崎

の日本に残る唯一の作品として貴重である。

用語説明

【青木周蔵】明治期にドイツ
公使・外務大臣・アメリカ大
使などを歴任。

【松ヶ崎萬長】明治期にドイ
ツ式建築を導入。日本建築
学会創設者の一人。

【ドーマー窓】屋根から突き
出して設けられた採光用の
窓。

【ハンマービームトラス】左右
の小梁を持送りで支え、小
梁でアーチを支えてトラスを
構成したもの。

つむ なが

増築された西翼棟の夫人室。
凝った意匠の化粧柱がある。

中央棟1階の軸組。多くの筋交いを
入れて補強しているのが分かる。

創建当初に造られた大食堂。青木は農場で頻繁に鹿狩りを楽しみ、ここで食事と
団らんの時を過ごした。当時は北側に広がる庭園が窓越しに眺められた。

豪壮な骨組みの中央棟小屋裏。腰壁は広い空間を生みだしたが、構造上の
必要性からではなくドイツ風意匠を取り入れるために採用されたという。

旧青木家那須別邸は日本における木造西洋風別荘の先駆的存在とされる。青木周蔵はドイツ滞在が長く、設計者の松ヶ崎萬長ともドイツで出会った。

＊ 監修：岡田義治

2階①ベランダ②階段。手すりの意匠は青木の蔵書に
原型と思われるものがある。青木も建築に関心があった。

付属棟2階の畳部屋。窓のデザインを生かすために
天井の形が工夫されている。
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マンサード風屋根やドーマー窓が西洋建築独特の外観を形成している。付属棟2階の
妻壁と窓飾りを一体化した窓にも松ヶ崎がドイツで習得した技術が生かされている。

外壁を覆う ①蔦形 ②鱗形
の白色スレート。

①懸魚のような３枚の飾り板 ②欄間を思わせるベランダ軒下
の装飾。いずれも日本の意匠を取り入れたものといわれる。
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